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新潟開港150周年記念

新潟川海と が出会うまち、

各会場のアクセスは各会場にお問合せ、または

西大畑・異人池かいわいＨＰ  ijinnike.org  でご確認ください。

2019 年 4月27日㊏ ～6月2日㊐　

主催： 西大畑旭町文化施設協議会 （異人池の会）、NSG 美術館、砂丘館、旧齋藤家別邸、北方文化博物館 新潟分館  　 協力： 安吾 風の館、巻菱湖記念時代館、公益財団法人鶴友会

NSG 美術館

「船を造る人 」々  渡辺富栄展

150 年前に新潟港が開港しました。港は船によって世界に繋がっています。
新潟市には外洋を航行する船を造る造船所が二つあります。日本美術院
院友の渡辺富栄は、柳都大橋たもとにある造船所で「船を造る人々」とい
うテーマで日本画作品を描き続け 25 年になります。作品からは大きな
船体に取り組む働く人々の姿と、鉄板やアルミ板を加工する火花、騒音、
塗料の匂いとともに船を造る人々の誇りが伝わってきます。

※NSG 美術館は 6月23日㊐まで開催
新潟市中央区西船見町 5932-561　🄿 あり （5台）　  025-378-3773
10:30 ～18:00（入館は 17:30まで）
休館日: 月曜 （月曜が祝・休日の場合は翌日）、4/30 ㊗㊊
※観覧料　一般 300 円・学生 200 円・高校生以下無料

砂丘館  （旧日本銀行新潟支店長役宅）  

「丸山商店の漆器」  新潟漆器の展示

本町通８番町にあった丸山商店は、明治から昭和にかけて新潟漆器の
製造販売をしていました。新潟の家では漆器は普段使いのものとして、
日常の中でも使われていました。昭和初期のお屋敷の２階座敷に、同店
が製造販売した漆器を並べ、紹介します。

新潟市中央区西大畑町 5218-1　🄿 なし　  025-222-2676
9:00 ～ 21:00　休館日: 5/7㊋、13 ㊊、20 ㊊、27 ㊊　※入館無料

安吾 風の館  （旧市長公舎） 

「北前船が運んだ焼き物」
江戸時代から明治にかけて日本海を行き交った北前船が新潟に運んだ、
また新潟から運んでいった焼き物を、北前船の模型とともに紹介します。

新潟市中央区西大畑町 5927-9　🄿 あり （9 台）　  025-222-3062　
10:00 ～ 16:00　休館日 : 月曜 （※ 5/6 ㊗㊊は開館）・火曜、5/8 ㊌
※入館無料

旧齋藤家別邸 

「港町新潟の繁栄と文化展」
約四百年前の江戸時代初め、越後長岡藩主となった堀直寄の都市計画
により、港と町の機能を高めた新潟は、北前船の一大寄港地となりまし
た。船は交易による巨万の富と共に上質な文化をもたらし、明治に開港
を迎えた以降も、新潟は江戸時代の文化を引き継ぎ會津八一など全国
でも高名な文人を数多く輩出しました。越後平野が育む豊かな実りと、

交易で得た経済力を背景に、文化・芸術

北方文化博物館  新潟分館

「新潟ゆかりの文人書画展」
江 戸後 期から昭 和中期までに現在の新 潟市を舞 台として活躍した
人々、また関連のある人々の遺墨を約２０点展示します。新潟の湊町に
は物資とともに各地から人々が集い、江戸や上方からの著名な来遊文
人も訪れました。流行文化に接して新潟の文化も発展をみせます。この
ような人々の往来と交流の様子を書画から感じていただけます。作品
鑑賞会、記念講演会、記念茶会、聞香も開催予定です。総合的な伝統
文化をご鑑賞ください。

※会期中 「作品鑑賞会」「記念講演会」「記念茶会」「聞香」を開催予定。
5 月 26 日㊐ 記念茶会 （11:00 ～、11:45 ～、14:45 ～）、記念講演会 （13:00 ～）
6 月 2 日㊐ 聞香 〈香りを楽しむ〉（11:30 ～、14:45 ～）、作品鑑賞会 （13:00 ～）
参加方法など詳細は当企画専用チラシや北方文化博物館ＨＰ等でお知らせします

新潟市中央区南浜通 2-562   1F「松風」、2F「潮音堂」     🄿 あり  （2 台）
 025-222-2262　9:30 ～ 17:00　

休館日: 5/7㊋、13 ㊊、20 ㊊、27㊊
※観覧料　大人450 円、小中 200 円

船を造る人々　 ―貝殻錆を落す―

第一大区 新潟港真景

明治時代の新潟町の娘さん

西大畑・旭町とは
西大畑・旭町地区は、高低差がある坂の町です。砂丘に沿って通りや街

並は整備され、それらをつなぐ「どっぺり坂」や「しょうこん坂」といった坂
道が特徴の界隈です。ここにはかつて湧き水でできた池があり、カトリック
教会がつくられ外国人が居住していた地域であったことから「異人池」と
呼ばれ、池がなくなった現在でも地名として残っています。近代以降、豪商
や豪農のお屋敷や洋館、文化の香りただよう学校や美術館などがこの地
域に多くつくられ、現在でも見学することができます。海を望む高台には
今も防砂林の松林が残っており、自然と歴史・文化が織りなす西大畑・
旭町を感じながら散策するのも一興です。

新潟市中央区の西大畑・旭町地区にある９つの文化施設でつくる協議会
西大畑旭町文化施設協議会 （通称 [ 異人池の会 ]）  http://ijinnike.org/ 

が花開いた江戸から明治にかけた「港
町新潟」の姿を、関係資料や書画にて
ご紹介いたします。

新潟市中央区西大畑町576　🄿 なし
 025-210-8350　9:30 ～ 18:00　

休館日: 5/7㊋、13 ㊊、20 ㊊、27㊊
※観覧料　大人300 円、小中100 円


